
令和5年度　芳藍祭　報告

四国大学看護学部看護学科　令和5年11月11日（土）、11月12日（日）

●来場者数

　11/11 (土） 330名、11/12 (日） 303名（計633名）

　

●アンケート結果 回収率98％ ｎ＝623

がんに対する知識が深まった 23

ポスターがわかりやすかった 19

がん検診を受けようと思った 15

がん検診の大切さがわかった 12

早期発見が大切だと思った 8

日々の予防が大切だと分かった 8

家族や友人に検診を勧めようと思った 7

がんについて学ぶ機会となりよかった 6

検診を受けるだけでなく、食事や運動にも気を付けようと思った 4

がんは怖い病気だと思う 4

がんの予防のために検診が必要 3

がんは身近な病気になっているので、知識を得られてよかった

がんの症状や原因を知ることができ検診を受けようと思った

検診を受けようと思う意識が大切だと思う

検診を受けることで自分の体のことを知ることができ大切に思える



毎年検診を受けている、若者に検診の大切さを知ってほしい

家族に長生きしてもらうために検診を受けてもらいたい

孫から進められると検診に行ってくれると思う

家族や自分の健康についてしっかり考えようと思った

検診について家庭で話すことも大切

乳がんのセルフチェックをしてみようと思った

自分の健康を護るために検診は定期的に受けようと思う

周囲にがんで亡くなった方がいるので、検診を受けようと思った

年齢を重ねるとがんに対する恐怖心が出てきた

年齢を重ねるとがんに関心を持っていかなければならない

知識を身につける必要性を感じた

がんについてもっと知りたい

飲酒を控えている

毎年検診を受けている

もっと短時間で検診が受けられたらよい

がん検診にハードルの高さを感じる

検診は大切だと思うが受診が面倒に感じる

声をかけて展示コーナーに関心を持ってもらうことが効果的だと思った


